
育ちあえる絆をつくるために
栃木県教育委員会事務局 下都賀教育事務所長 永井 啓之

本年４月より下都賀教育事務所長を拝命しました永井と申します。どうぞよろしく
お願いいたします。

今年度も、３年目を迎えた「栃木県教育振興基本計画２０２０ー教育ビジョンとち
ぎー」の実現を図るとともに、下都賀地区の教育行政の拠点としてその使命と目標、
課題を明確にし、それらを常に念頭に置いて積極的に業務に取り組んでまいります。
そのために、本県独自の教育運動である「いきいき栃木っ子３あい運動」を強みとし
ながら、一人一人が成長していける地域の環境を整え、地域の中で互いに育ちあうこ
とのできる絆づくりを進めていきたいと考えます。本年度は重点課題として

＊地域連携教員や社会教育主事有資格者を中心に、地域連携に関する校内研修の充実に努める
＊地域で活動している団体や関係機関との連携・協働に努める
＊保護者同士が家庭での教育について学び合い、つながり合える機会の提供に努める

の３つを掲げております。特に、親学習プログラムの活用促進を図りながら家庭や地域の教育力の向上を図りた
いと考えております。

各市町教育委員会や関係機関のご協力を得ながら、下都賀管内の学校教育の充実、ふれあい学習の推進のため
に努力いたします。皆様のお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。

ともに学び ともに“とちぎ”の未来をひらく人づくりを目指して
下都賀教育事務所 ふれあい学習課長 星 育夫

ふれあい学習課長２年目になりました星です。
本県は、生涯学習により県民の交流や社会参画の促進を図ることで、県民の絆づく

りを進めてまいりました。この間、学校と地域が連携した教育活動や市民が主体とな
ったまちづくりなど大きな進展が見られました。しかし、少子高齢化や生活スタイル
の多様化、地域コミュニティの弱体化など、社会情勢の変化を背景に、学校や地域に
は新たな課題が顕在化しています。

これらの教育課題や地域課題は、今や学校や地域個々で解決できるものではありま
せん。課題を乗り越えていくために必要なことは、学校も含めた「地域の力」です。
学校、家庭、地域社会が子どもたちを中心にともにつながり、次代を担う子どもたち
の「生きる力」を育むことは、これからの社会基盤をつくります。同時に子どもも大
人も学び合い育ち合う教育体制をつくることにより、家庭を含む地域の教育力が高まります。

未来をひらくキーワードを「ふれあい学習」ととらえ、学校・地域で推進してまいります。皆様のお力添えを
よろしくお願いいたします。
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 「地域を応援します」 

家庭教育支援者や子ども会育成会役員等、 

地域で活躍する指導者のための各種研修の支援 

 「学校を応援します」 

教職員や保護者等を対象とした研修の支援 

下都賀教育事務所ふれあい学習課
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